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各 位

一般社団法人 農業開発研修センター
会 長 理 事 増 田 佳 昭
［公 印 省 略］

ＪＡの経営基盤強化に関する特別研究会（Ⅱ）の開催について

拝 啓 時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

この度、標記の研究会を別紙要領のとおり開催します。当センターでは、地域農業の振

興・活性化とＪＡの改革に貢献することを目的として、各種の研究会（研修会）を毎年開

催しており、全国各地から多数の方々にご参集いただいております。

今年度の標記研究会では、昨年度に引き続きＪＡの持続可能な経営基盤の確立・強化を

いかに実践していくのかに焦点を当て、今回は特に、攻めの経営戦略に着目し、企画・開

催します。

当研究会は、参加者と講師との討論をより深めるため、対面方式を重視しますが、遠隔

地からも参加しやすくするため、リモート方式も併せて開催します。

そこで、業務ご多忙の折とは存じますが、貴団体・機関の関係者のご参加につき格別の

ご配慮を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

なお、会員（団体）は、各種研究会のリモート部分受講コースを年間に１名無料で参加

（体験）できます。是非ともご活用ください。

また、ご希望があれば本要領とは別にメールでもご案内いたしますので、事務局にご連

絡いただければ幸いです。

敬 具
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≪趣 旨≫
ＪＡ経営をめぐる内外の環境変化は、担い手問題の深刻化等地域農業をめぐる情勢変化に加え

て、ウクライナ侵攻の影響を受けた世界的な資源・食糧価格の高騰とインフレ懸念、長期にわた
る金融緩和政策と農林中金からの奨励金の引き下げ等を背景として、大変厳しく、ＪＡ経営は楽
観を許さない経営見通しがなされています。

ＪＡグループでは、第２９回ＪＡ全国大会において「不断の自己改革」のさらなる実践を掲げ、
持続可能な経営基盤の確立・強化を図るため、各種の合理化・効率化の改革に取り組んでいます
が、同時に、ＪＡの将来ビジョンとその実現に向けての成長戦略も強く求められています。

そこで本研究会では、昨年度に引き続きＪＡの持続可能な経営基盤の確立・強化をいかに実践
していくのかに焦点を当て、今回は特に、攻めの経営戦略に着目し、開催します。

期 間：令和５年１１月１６日㈭～１７日㈮

会 場：京都ＪＡビル（アクセス参照） ２０１・２０２会議室

開催方法：対面およびZoom

対 象： ①ＪＡ、都道府県中央会・連合会・都府県本部、全国連の役員及び職員（特に管理職）
②都道府県などの地方自治体のＪＡ指導担当部署の職員
③その他、関連する農業団体・行政機関などの役職員

定 員：５０名程度（リモートを除く）

昼 食：
１７日㈮に弁当（１,２００円（税込））を準備します。ご希望の方は、参加申込書からお申し込みください。

参 加 費： （円(税込)／人）

対面 リモート

１．全日程受講コース ４１，０００ ４１，０００
会 員

<３７，０００> <３７，０００>
< >内は、２名以上をまとめて申し込んだ場合

追加は割引対象外 ５２，０００ ５２，０００
非会員

<４７，０００> <４７，０００>

会友（個人会員）に新規加入の場合（令和５・６年度の会友会費7,500円を含む） ４３，５００ ４３，５００

２．リモート部分受講コース※ 会 員 － １５，０００
１１月１６日限定のリモート受講

非会員 － ３０，０００

注１：会員は、会員所属者および令和４年度以前からの会友（個人会員）の金額です。
注２：令和４年度以前からの会友（個人会員）は、報告ごとの参加ができて別途割引があります。
※会員（団体）は、各種研究会のリモート部分受講コースを年間に１名無料で参加（体験）できます。

ＪＡの経営基盤強化に関する特別研究会(Ⅱ)開催要領
主催：一般社団法人農業開発研修センター



- 2 -

懇 談 会：
参加者と講師の交流の場とした懇談会を予定しています。ご希望を申込書へご記入ください。

開催する場合は、参加希望者に改めてお知らせします。なお、懇談会費は当日にお支払いいただ
きます。

＜開催予定日時＞
と き：１１月１６日㈭ １７：３０～（２時間程度）
懇談会費：６,５００円（消費税込）

申込方法：
①５ページの参加申込書をファックス送信またはGoogleフォーム（アクセス横のＱＲコード）、

当センターのＨＰからお申し込みください。
②受付完了通知をメールまたはファックスで送信しますので、参加費（昼食代）を送金してく

ださい。（懇談会費は送金しないでください。）なお、振込手数料はご負担ください。
③リモート参加の場合、実際に聴講される人数の参加費を送金してください。（カメラはオン、

表示は団体名で参加していただきます。）

<振込先>
京都府信用農業協同組合連合会（京都信連）

本 店 当座預金 口座番号：６３７３２９１
京都銀行 京都駅前支店 普通預金 口座番号：３１６４０７３

口座名義：一般社団法人農業開発研修センター
シ ヤ） ノウギヨウカイハツケンシユウセンター

申込（送金）締切日：１１月１０日㈮ １７：００

当開催要領は、ホームページ（https://agridtc.or.jp）に掲載しています。

キャンセルポリシー：
お申し込み後のキャンセルはキャンセル料が発生しますのでご注意ください。
・１１月１０日㈮ １７:００まで ･･････ １０,０００円
・１１月１０日㈮ １７:００以降 ･･････ 全額

問い合わせ（申し込み）先：
一般社団法人農業開発研修センター 研究会受付係

〒６０１－８５８５ 京都市南区東九条西山王町１（京都ＪＡビル）
ＴＥＬ：０７５－７４８－０７０３
ＦＡＸ：０７５－７４８－０８５５
E-mail：seminar@agridtc.or.jp
ＵＲＬ：https://agridtc.or.jp

アクセスはこちら 申し込みはこちら

ＪＲ京都駅（八条口）
より徒歩５分
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日 程：

≪第１日目≫１１月１６日㈭

13:30～13:50 開会あいさつ・オリエンテーション

一般社団法人農業開発研修センター 常務理事 瀬津 孝
（京都大学農学部非常勤講師）

13:50～15:10 報告Ⅰ ＪＡの経営をめぐる情勢と経営基盤強化の課題
(うち質疑応答約10分)

横浜国立大学名誉教授・大妻女子大学名誉教授 田 代 洋 一 氏

○専門は農業政策。『農協改革と平成合併』、『農協改革・ポストＴＰＰ・地域』（筑

波書房）等、著書多数。

○監督指針見直しによる早期警戒制度の導入と成行シミュレーションによる経営改善

策をどうみるか

○施設再編、組織再編による経営基盤強化に向けた課題は何か

15:10～15:30 休 憩

15:30～16:40 報告Ⅱ 協同の力によるわがＪＡの改革実践と今後の展開方向
(うち質疑応答約10分)

京都府 京都丹の国農業協同組合

代表理事組合長 迫 沼 満 壽 氏

○平成９年に誕生した３市（一部を除く）を管内とするＪＡ。組合員数20,185名、貯

金1,636億円、貸出金396億円、長期共済保有高4,569億円、販売品取扱高17億円、

購買品供給高19億円（令和４年度実績）

○これまでの自己改革の取り組み経過と今後の課題

○支店を核とした、協同活動を通して組合員と地域を巻き込みながら組織・地域の活

性化に取り組む「支店活動活性化委員会」の役割と活動方針

○農業塾「野菜の学校」を通じた担い手育成をはじめ、農産物応援定期貯金による地

産地消運動の実践などＪＡの総合事業を活かした事業活動の展開

16:40～17:30 移 動

17:30～19:30 懇 談 会（予定）

≪第２日目≫１１月１７日㈮

シンポジウム「攻めの経営戦略を考える

－ＪＡの経営基盤の確立・強化に向けて－」

9:30～ 9:50 座長解題 神戸大学名誉教授 高 田 理 氏

＜座長解題＞

○シンポジウムで議論したい論点と参加者に期待したいこと

○販売事業を中心とした自己改革の実践

○２つの実践報告の関連と意味付け
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9:50～10:50 実践報告① 販売と指導の連携による販売力強化の実践

香川県農業協同組合 常務理事（営農担当） 陶 山 幸 弘 氏

○平成12年に誕生した県内全域を管内とする県単一ＪＡ。組合員総数139,823名（う

ち、正組合員56,982名）、貯金19,012億円、貸出金2,364億円、長期共済保有高

27,292億円、販売品取扱高395億円、購買品取扱高199億円（令和４年度実績）

○2020年に高松市中央卸売市場内に開設した「販売力強化推進室」による卸売業者お

よび量販店等との取引強化による有利販売実現の取り組み

○出荷予測システム「あい作」による栽培情報の見える化および組合員との情報共有

の強化による営農活動の効率化・高度化を図る取り組み

10:50～11:00 休 憩

11:00～12:00 実践報告② ＪＡ糸島産直市場「伊都菜彩」を中心とした自己改革の実践

福岡県 糸島農業協同組合 営農部 部 長 小金丸 肇 氏

○昭和37年に誕生した糸島市を管内とするＪＡ。組合員総数16,664名（うち、正組合

員5,312名）、貯金1,182億円、貸出金163億円、長期共済保有高3,662億円、販売品

販売高103億円、購買品供給高32億円（令和４年度実績）

○コロナ禍にもかかわらず2020年度の販売高は39億円となり、ＪＡファーマーズマー

ケット売上げで全国一位

○近隣に大消費地である福岡市をはじめ、管内にも大型スーパーを抱える激戦地のな

か、店内に並ぶ農畜産物の９割以上を糸島産が占めるなど、徹底した差別化と地産

地消を図った販売戦略を展開

12:00～13:00 昼 食

13:00～14:10 討 論

（座 長）前 掲 高田 理 氏

（コメンテーター）兵庫県 兵庫六甲農業協同組合 企画管理本部

ゼネラルマネージャー 大西 弘高 氏

滋賀県農業協同組合中央会 ＪＡ経営支援部

部 長 西村 淳 氏

14:10～14:30 休 憩

14:30～15:50 報告Ⅲ 総合ＪＡの経営基盤の確立・強化をどうすすめるか
－攻めの経営戦略を考える－(うち質疑応答約10分)

滋賀県立大学名誉教授 増 田 佳 昭 氏

○当面のＪＡの経営基盤強化に向けた問題点・課題をどうみるか

○経営の効率化だけでなく成長を促す攻めの経営戦略のポイントは何か

○これからの総合ＪＡの経営基盤強化のあり方を考える

15:50～16:00 閉会あいさつ 一般社団法人農業開発研修センター 会長理事 増田 佳昭
（滋賀県立大学名誉教授）

注）講師の都合等により、報告時間等に若干の変更がある場合があります。予めご了承ください。
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農業開発研修センター 行き

<ＦＡＸ：０７５－７４８－０８５５>

ＪＡの経営基盤強化に関する特別研究会（Ⅱ）参加申込書

（〒 － ）

ご 住 所：
（受付完了通知の送信方法をいずれかをご記入ください。リモート参加の方にはE-mailをおすすめします）

ＦＡＸ
・

ＴＥＬ Ｅ-mail

貴機関名：

ご記入者（部課名） （お名前）
ふ り が な
（

会 弁
懇希 友

部課・役職名 参加者氏名 談 参加コース 加
ふ り が な

会望 入 当）

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
・ ・ ・
欠 リモート部分： Zoom しない 不要

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
・ ・ ・
欠 リモート部分： Zoom しない 不要

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
・ ・ ・
欠 リモート部分： Zoom しない 不要

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
・ ・ ・
欠 リモート部分： Zoom しない 不要

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
・ ・ ・
欠 リモート部分： Zoom しない 不要

<会員特典による無料参加をご利用の場合はこちらにご記入ください>

－ リモート部分 Zoom － －

出 全日程： 対面・Zoom する 必要
総務・企画課長 研 修 太 郎 ・ ・ ・
< 記 入 例 > け ん し ゆ う た ろ う

欠 リモート部分： Zoom しない 不要

注１）申し込み順に受け付けます。定員に達した時点で締め切り、受付できなかった方には連絡します。
２）ご記入いただいた情報は、研究会の受付事務、参加者に配布する名簿作成、以後の研究会の案内の

ために使用します。
３）会員（団体）は、各種研究会のリモート部分受講コースを年間に１名無料で参加（体験）できます。
４）懇談会の開催は未定です。


